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【研究の背景・目的・内容】 

本研究は、平成15年度より進めてきた国際共同研究「解放的語用論プロジェクト」によって構築された「場の

語用論」研究の一環として、インターアクション (会話参与者同士による相互作用) におけるモダリティおよびそ

の複数言語間比較対照研究を行うことを目的とする。「場の語用論」は、西洋語を中心とする既存の語用論理論

に対し、日本語を含む非西洋言語の言語使用に立脚した理論の必要性から生まれたものである。このプロジェ

クトの一環として行った言語行動の5言語比較 (日本語、英語、韓国語、タイ語、中国語) より、日本語・韓国語・

タイ語と英語・中国語のインターアクションにおけるモダリティ表現の現れ方が大きく異なることが明らかになっ

た(藤井 2018)。本研究では、これまでに作成済みのコーパス (Mister Oコーパス) に談話小辞 (modal 

particle) を有するドイツ語のデータを新たに加え、インターアクションにおけるモダリティ研究に言語間比較と

いう新たな視座を与え、その多様性を包含しうる語用論理論を追究する。このことは、多様な価値観、文化的規

範、言語行動原理の解明を可能とし、共生社会のための言語研究ひいては現在求められている地球上の人々

のコミュニケーションのあり方に貢献するものと考える。 

【応用例、研究の展望】 

本研究では、以下の学術的「問い」を追究する。 

1. 各言語におけるインターアクショナル・モダリティはなぜ、何のために使用されており、そこに刻印されてい

る文化とは何なのか。 

2. 「場を基体とする」「個を基体とする」とした文化的特徴とモダリティ使用との関連性はどのようになっており、

「場の語用論」の枠組みによる説明は可能なのか。 

3. 西洋語の中でもモダリティ表現が豊富とされるドイツ語のデータを加えることにより、西洋語とアジアの言語

という二項対立を越えた普遍的な言語と文化の関係を見いだすことはできるのか。 

 

【研究方法の特色】 

1. 多言語比較対照研究のための映像データコーパスの構築 （7言語）を行う。 

2. 収録したデータをもとに、モダリティ表現の言語間比較研究を行う。 

3. 国内外の研究協力者とワークショップを開催し検討・議論を行う。 
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請を受け、現在出版計画中。 

 


